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　ウズベキスタンを除く中央アジア4カ国の農業部門を対象にした成長会計分析から、よ
り一層の農業部門における改革の推進は、一時的にはより深い農業生産の減少をもたらす
独立以後の中央アジアにおける農業発展の要因分析 5I
が、中期的には大幅な全要素生産性の向上、つまり農業生産効率の改善という望ましい形
による農業生産の増大をもたらすことが分かった。これは、カザフスタン、キルギス、タ
ジキスタンの事例から分かる。改革の内容が限定的で、なおかつ改革のスピードが遅トル
クメニスタンの事例からは、全要素生産性の改善による効果が限定的であることから、よ
り深化した素早い改革の実施が求められていることが分かった。
第5節　中央アジアにおける今後の農業政策のあり方
　経済発展の初期の段階では、資源が農業部門から、より生産性の高い工業、サービス部
門へ移転される必要がある。これにより、国民経済に果たす農業の役割は縮小していくこ
とが先進国や途上国の事例において例外なく観察されてきており、体制移行国においても
同様な変化が起こることが予想されている。そして、その過程では農業部門においても、
より生産効率を高くする方向で技術進歩が起こることが必要となり、それを引き出すため
の政策・制度の導入が新たに求められている。
　本稿では、農業改革のスピードが遅いウズベキスタンやトルクメニスタンにおいては、
独立後も農業生産量は大幅に減少しなかったものの、生産効率の改善が改革急進国に比べ
て、それほど大きいものとならなかったことが明らかになった。一方、カザフスタン、キ
ルギス、タジキスタンなどの農業改革をより積極的に進めた国においては、当初農業生産
の落ち込みを経験したものの、その後生産の効率性や生産性の上昇による農業生産の上昇
が観察されてきていることが分かった。
　今後の中央アジアにおける農業政策は、農業生産の効率性、つまり全要素生産性を高め
る方向で、策定されることが望ましい。そのためには、改革の進度が遅い国においては、
生産物市場と生産投入財市場におけるさらなる白由化が求められる。そして今後、土地を
含む生産投入財市場と、生産物市場の自由化がさらに進むにつれ、個別の農業生産組織・
生産者は利潤を拡大する機会が増していくものと考えられる。これは地方における経済発
展をもたらし、他産業から製造、提供される財、サービスの消費を拡大する効果をもたら
し、さらに波及効果として、地方における工業、サービス業の発展をもたらすものと考え
る。
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